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【オール沖縄会議共同代表 玉城愛氏】 

 日本政府が工事を強行する辺野古新基地は、造る

ことはできないと確信している。暴力的な弾圧が進

んだとしても、権力の暴力に負けない抵抗の文化が

ある。人間として生きる権利を主張しよう。 

【辺野古新基地建設反対 テント村】 

辺野古新基地建設反対の座り込みを始めてから４

８６５日。勝つ方法は「あきらめないこと」であ

ることを学びました。 

 ２０１７年８月１２日、沖縄県那覇市の奥武山公園陸上競

技場にて、「翁長知事を支え、辺野古に新基地を造らせない県

民大会」が開催され、全体で４５０００人（主催者発表）が

結集、ＪＲ東労組青年部から平和政策実現プロジェクト【沖

縄】を中心に１６名で参加しました。 

 辺野古新基地建設の断念、オスプレイの配備撤回、飛行禁

止を求めるとともに、新たな基地を造らせないために諦めず、

闘い続ける決意を全参加者で確認しました。 

 私たちは、今後も平和政策実現プロジェクト【沖縄】を更

に強化し、沖縄の労働者との連帯を推し進めていきます。 


